
平成25年９月橋本市議会定例会会議録（第５号）その４ 

平成25年９月12日（木） 

                                          

                                        

 日程第19 議案第10号 橋本市岡潔顕彰基

金条例について 

○議長（石橋英和君）日程第19 議案第10号 

橋本市岡潔顕彰基金条例について を議題と

いたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 11番 土井君。 

○11番（土井裕美子君）これは、設置の目的

として、第１条に文化勲章受章者である橋本

市名誉市民岡潔氏の顕彰事業に要する費用に

充てるため橋本市岡潔顕彰基金を設置すると

いうことでございますが、この顕彰事業とい

うのは具体的にどのようなものを指すのかと

いうことをご説明いただきたいと思います。 

 橋本市には市長が以前から、岡潔さんは大

変著名な方でありますので、橋本市の顔とし

て数学のまち橋本をつくっていこうというこ

とで、数学ＷＡＶＥ、この数学ＷＡＶＥに関

しては、任意の団体でございますけれども、

数学ＷＡＶＥを立ち上げて、数学のまち橋本

市をめざしいろいろな活動をして、また、そ

の数学ＷＡＶＥの中でも橋本市岡潔数学ＷＡ

ＶＥ基金というのを設置しておりますので、

もし岡潔顕彰基金条例ができたら、その数学

ＷＡＶＥの基金等に関しての取り扱いとか、

そこも含めてちょっとご説明をしていただき

たいと思います。 

○議長（石橋英和君）企画部長。 

○企画部長（森川嘉久君）本条例の岡潔顕彰

基金でございますが、議員ご指摘のとおり、

以前から数学ＷＡＶＥの活動もしていただい

ておりますし、それから市長のほうから、そ

ういうことで岡潔という名誉市民がおられた

ということで何とかこういうこともＰＲして

いきたいということで、それから、数学につ

いてもこういう立派な先駆者がおられますの

で、橋本市を数学のまちというような形で数

学力の向上といいますか、そういうことも含

めてやっていきたいという施策の構想があっ

たわけでございますが、それと含めまして、

以前から岡潔記念館というのが一つ課題にな

っておりました。 

 そういうことも含めまして、今回、基金を

つくる条例を提案させていただいたわけでご

ざいますけども、これにつきましては、一般

の方の寄附をいただく中で、今申し上げたよ

うな事業も進めていきたいということで、そ

の受け皿としての基金というふうな形を考え

ております。 

 具体的なソフト事業につきましては、順次

これから展開することになっておりまして、

具体的に今の時点で何々というのは、ちょっ

と申し上げにくいところもございますが、中

心といたしましては、岡潔先生のＰＲ、それ

から数学向上、それから数学ＷＡＶＥでやっ

ていただいておるようなことにつきまして、

これは事業としては重なるわけでございます

けども、数学ＷＡＶＥに対してもいろんな事

業の中で、この基金の中からご支援をさせて

いただけたらということも考えております。 

 それから、数学ＷＡＶＥの基金の件でござ

いますが、それはＷＡＶＥという団体の中で

いろいろご審議をいただいた中で基金をつく

っていただいておると思いますので、その事

業目的に沿った形の運用をされるということ

であろうかと思います。この基金につきまし

ては、市のほうからその事業について協議の
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中でバックアップさせていただくようなこと

もできるのかもわかりませんし、その辺のソ

フト面のことにつきましては、ちょっと今の

ところ具体的に全部が決まっておるわけでは

ございませんで、一応、そういう方針のもと

に基金は運用させていただきたいと考えてお

ります。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

 11番 土井君。 

○11番（土井裕美子君）取り決めにより２回

しか質問できないので、十分に言えるかどう

かわからないんですけれども、そしたら、顕

彰事業という目的の中で、ソフト事業に関し

ては今の数学ＷＡＶＥと重なる部分もあるか

もしれないけれども、主に岡潔記念館の設立

に対する積立金みたいな形で考えていかれる

ことを主な目的とするというようにお聞きし

たんですけれども。 

 確かに岡先生は立派な著名な方でございま

すし、橋本市の顔としてふさわしい方である

ように私も感じているんですけれども、先日

来の３日間の一般質問の中ででも、皆さん、

すばらしいいろんな案を出していただいてい

るけれども、財政難でありますし、優先順位

をまずつけていきながら事業は展開していく

んだということも言っていらっしゃいました

し、副市長等に至ってもスクラップ・アンド・

ビルドで事業は展開していくんだということ

のようなお話もずっとされておりました。 

 建物を建てるということは、建てて終わり

ではなくて、ずっと維持管理がこれから発生

していくということも考えられますし、また、

建物を建てたから数学のまち橋本市のアピー

ルがきっちりできていくわけでもないと思う

んですね。実際にとても有名な方の記念館が

いっぱい建っていますけれども、そこの運営

が赤字になっていって、市とか行政が建てた

場合においてはその運用をどのようにしてい

こうかと頭を痛めているということもよく耳

にいたしますのでね。 

 この条例がぱんとここで出てくるというこ

とは、何年か先には必ず岡潔記念館を建てる

んだということのようにも思うんですけれど

も、記念館を建てることに関しての賛成反対

というか、そういうことは今後どこでどのよ

うにもんで、また議会のほうにも報告してい

ただけるのかなという、その辺が、私、この

条例を通すにあたっては疑問なところなんで

すが、ちょっとお答えいただけませんでしょ

うか。 

○議長（石橋英和君）企画部長。 

○企画部長（森川嘉久君）ご指摘のとおりでご

ざいまして、財政難ということもございますの

で、岡潔記念館につきましても、前の・村市長

の時代からの懸案でございましたけれども、な

かなか実現には至っておりません。 

 その中で、岡潔先生の生家が取り壊しをさ

れまして、その時点で市民の篤志家の方が、

その生家の木材と申しますか部材と申します

か、生家の一部を費用を払って保存をしてい

ただいておりました。それを市のほうにご寄

附をいただいた経過がございまして、記念館

としてできるだけその部材を使った形で生家

の復元をしたいというのが以前からの懸案に

なっていたところです。 

 その後、木下市長にかわりましてもそれを

引き継ぎまして、記念館という構想がずっと

持たれておりまして、議会の中でも何度かそ

ういうお話も市長のほうからさせていただい

た経過もあるかと思います。ということで、

ただし、先ほどご指摘のとおり財政難という

こともございまして、実現には至っておりま

せん。 

 ただし、今回、これ、まだ決定ではござい

ませんが、現在、杉村公園周辺で社会資本整

備の交付金事業という形で整備が進んでおる
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事業がございまして、その中でこの記念館に

つきましてもその交付金事業の対象とする可

能性が出てまいりまして、現在、国と協議中

でございます。 

 そんな中で何とかその交付金を使うことに

よって財政的にも有利な形で懸案を実現でき

るのではないかというふうなことを考えてお

りまして、具体的な点につきましては、今後、

一体的な記念館あるいはほかの駐車場あるい

は公園というような整備があるんですけれど

も、それは以前にも委員会のほうでもご説明

させていただいた経過がございますが、もう

ちょっと進んだ時点できちっとした形で一度

ご説明をさせていただきたいと考えておりま

す。 

 それから、後の維持コスト等の点のご指摘

をいただいたんですが、おっしゃるとおりで

ございまして、なかなか箱物を建てますと後

の維持が大変でございます。ということで、

それにつきましては、できるだけ規模が大き

くならない、それから維持ができるというよ

うなことで、現在、いろんな案を考えており

ます。 

 もともと市長の案といたしましては、そこ

でいろんな学習もできるということもアイデ

アとしてあるんですけども、交付金事業の対

象にできる費用の点もございますし、それか

ら維持管理の点もございますので、全てが全

てできるという形にならないかもわかりませ

んし、規模の点もなかなか、その用地の点等

もございますので、その辺は夢は夢といたし

まして、実現できる、実際的に考えられる規

模になろうかと思います。 

 それで、以前にも市長のほうからも申し上

げたことがございますけれども、部材につき

まして、ボランティアを募って費用を安くし

ながら、その部材を使ってボランティアで建

ち上げようというような話も以前にはござい

ました。ただし、記念館ということになりま

すと、一般の方にも来ていただきますので、

建築基準法の件もございますので、なかなか

そういうわけにもいかないですけども、その

部材を一応保管はしておりますので、そうい

う作業についても、岡潔先生のことを知って

いただく意味も込めまして、そういうボラン

ティアを募って一部作業についてもやってい

ただくというような構想もございます。それ

についても今後いろいろ検討してまいりたい

と考えております。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

 ６番 辻本君。 

○６番（辻本 勉君）関連しているんですけ

ども、お金を使って箱物を建てて事業をやっ

ていくということもあれなんですけども、そ

れよりも、もう少しお金を使わないで教育の

一環として、またボランティアを含めた社会

教育の一環として岡潔の顕彰を進めていくと

いうこと、そっちのほうがまずは大事かなと

思うんです。 

 そんな中で、数学ＷＡＶＥができまして、

『岡潔博士ってだぁーれ？』という本もつく

っていただいて、小学校１年生入学時にお渡

ししておるんですけども、なかなか浸透はし

てないのかなと。私も孫がおるんですけども、

若いお父さん、お母さん方になかなか岡潔先

生の偉業といいますか、人物といいますか、

その辺がまだまだ浸透してないのかなと、橋

本市民にね。それなりの古い人間というか、

私たちはよく知ってるんですけども、若い

方々はまだまだ知らない部分が多いのかなと

いうことで、その辺のところをまず、いろん

なところでやっていかなくちゃならんのかな

と思うんです。 

 何年かいろいろやられておるんですけども、

そしたら、橋本市の子どもたちは算数と数学、

これが学力が向上しとるのか、一朝一夕には
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なかなか学力というのは向上しないと思うん

ですけども、やはりそれなりのことをやって

おるのであれば、橋本市の子どもたちが算数

や数学に興味を持って学力が上がっておると

いうことであれば、市長はよく言われておる

んですけども、算数・数学だけでも和歌山県

で一番とか、全国で一番とか、目立つように

なってほしいな、そしたら橋本市が数学のま

ちということで全国的にも有名になるのでは

ないかということを言われておるんですけど

も。 

 そしたら、先日、全国学力テストがありま

した。結果も発表されておるんですけども、

橋本市内の子どもたちの算数・数学、これが

どういうふうな位置づけといいますか、学力

が上がっておるのか、そういう取り組みをや

って以降上がってきておるのかどうか、その

辺についてお答えいただきたい。 

 もう一点は、数学という学力の部分はこう

いう形で岡潔先生の偉業ということでやられ

ておられるんですけども、一般質問のほうで

スポーツの分野でいろいろ質問がありました。

前畑さん、古川さん、この辺、スポーツと勉

学といいますか、文化的な部分とどのように

比重といいますか、やはり橋本市にとって岡

潔顕彰も大事ですけども、前畑・古川という、

この両名の方の顕彰といいますか、もっとＰ

Ｒすることもものすごい必要性はあると思う

のでね。そやから、やはりきちっと両方一緒

になって橋本市のためにＰＲしていくという

のが大変大事だと思うので、それも含めてご

答弁いただけますか。 

○議長（石橋英和君）教育長。 

○教育長（松田良夫君）今、本年度の全国学

力・学習状況調査の結果については公表され

てございます。橋本市につきましては、小学

校の算数の成績、やや向上してございます。

僕、今まだ具体的なデータを持っていないん

ですけども、よくなったという印象は持って

います。ただし、中学の数学についてはまだ

まだ課題が多い、そういう課題意識を持って

ございます。 

 それと、体力といわゆる学力の相関関係で

すけども、これはやっぱりあると思います。

国語あるいは算数その他の教科の学力を高め

ていくとともに、それを支えていく体力、あ

るいはそれをもっと支えていく道徳心とか、

そんなものも含めて課題意識を持って取り組

んでいく必要があると思ってございますけれ

ども、小学校の学力については、若干向上し

たという点では評価できる、さらにそれを中

学校へつなげていくという課題意識で取り組

んでいきたいと、そのように思ってございま

す。 

 以上です。 

○議長（石橋英和君）企画部長。 

○企画部長（森川嘉久君）後半の前畑・古川

さんの件でございますが、スポーツも大事で

すし、もちろん学力も大事でございまして、

先日からの一般質問の中でもいろいろとオリ

ンピックにちなんで前畑さんの件も出ておっ

たわけでございます。 

 ＰＲということは、先日来の一般質問でも

なかなか難しい点があるということで、これ

は岡潔先生の件についても言えることでござ

いまして、先ほどご指摘もいただいたところ

でございますが、ソフト的な面では、これは

今後いろいろと考えていくことしかないのか

なと、今までそんなにすばらしくできておっ

たというふうなことは思っておりませんので、

いろいろ考えていく必要があるのかなと思っ

ております。 

 記念館の話が出ましたが、きのうの一般質

問の中であまり詳しく説明もできてなかった

かと思うんですけども、前畑さんの件に関し

ましては、紀の川の飛び込み石というのがご
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ざいまして、これは、前畑さんにしても古川

さんにしても紀の川で一生懸命練習をされた

ようでございますけども、そのときにその石

から飛び込んだということで、記念として現

在も伝えられておるというところでございま

すが、区画整理事業の中であそこのところに

ちょっとした形で緑地といいますか、公園と

いいますか、そういうことも計画されており

まして、その飛び込み石のところに、そこが

飛び込み石であるというような形をきっちり

と掲示をさせていただいて、皆さまにわかっ

ていただけるような形の広場のようなことも

計画にはありますので、ハード的にはそうい

うことも含めて、今後、岡潔先生のほうだけ

ではなしにＰＲをさせていただけたらと考え

ております。 

○議長（石橋英和君）20番 樽井君。 

○20番（樽井豪男君）この基金を積み立てる、

寄附も集めてということなので、市の財政上

もいいことやと思うんですけどもね。特に、

これ、前々から気になっておるんですけども、

そのハード面の中で岡記念館、私も今、解体

した材木等はよく見ております。ただし、ど

れぐらい使えるのか、まして、もともと岡さ

んの家はわらぶきの家ですので、今の建築基

準法の中ではわらぶきというのはまず許可が

おりないと。ほな、屋根をどないするのかと

いったら、不燃の材料をまた探さなあかん。

もし重たいものにすれば、そういったはりと

か、いろんなものもまた負荷がかかり、大き

くせなあかん。その中でどれだけ使えるのか

というのがあると思うんです。下手したらか

なりの費用になるんじゃないかなと私は思っ

ています。 

 そういった、もっと研究していただいて、

別に大きなものにせんでもミニチュアでもい

いので、そういった材料を使ってこんな建物

やったんですよとか、屋根をふたを取って、

中がこんなのですよとかいうそんな方法もあ

りますので、恐らく、今のを継いですればう

ん千万はかかると私は思うてます。何ぼボラ

ンティアしてもちょっと難しいなと。 

 そういったことも頭に入れていただいて、

いろんな方策で考えていただきたいと思うん

ですけども、そこらあたりはそういった余裕

はあるのかどうか、ちょっとお聞きしたいと

思います。 

○議長（石橋英和君）企画経営室長。 

○企画経営室長（上田力也君）岡潔記念館の

建築基準法絡みの具体的なお話についてなん

ですが、確かに、議員おっしゃるとおりカヤ

ぶき自体というのは今の建築基準法では許可

がおりないというようなことで、今考えてお

りますのは、基本的にカヤぶき風の屋根、不

燃材を使った施設を考えておるわけでござい

ます。 

 そうなると、基本的に構造体自体がやはり

鉄骨構造にならざるを得ないというような状

況もございまして、ただ、その中でもどこか

の部分に岡潔先生をしのぶ旧宅のイメージで

きるような部分というのをその記念館の中で

何とかつくっていきたいというふうに考えて

おりまして、今後これから補助事業との絡み

もある中で内部で検討をしてまいりたいと考

えております。 

○議長（石橋英和君）20番 樽井君。 

○20番（樽井豪男君）結構大きなものをつく

る計画でおるという今のお答えですけども、

もっとスケールを小さくした形というのもい

ろんな考えがあるので、やはり何ぼ補助事業

をいただいても、どこに４割の交付金とかも

らってもそこら程度ですのでね。そこらもも

っと技術屋も含めた中でいろんな検討をして

いただいて、できるだけ抑える形の設計なり

考えなりをもっと頭を柔らかくして持ってい

ただきたいと思うんですけども、そこらあた
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り、どうですか。 

○議長（石橋英和君）企画経営室長。 

○企画経営室長（上田力也君）それは建設費

のみならず、やっぱり維持管理コストをでき

るだけ低減していくという必要がございます

ので、今後、今議員のいただいたアドバイス

も含めて検討をしてまいりたいと思います。 

○議長（石橋英和君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）今、同僚議員がいろい

ろ聞いていただいた部分も参考にさせていた

だきながら聞きたいなと思うんですけれども、

そもそも、今なぜこれを設置しないといけな

いのか、この時点で。まず、それをお聞かせ

いただきたいと思います。 

 それと、この基金自体は地方自治法で定め

られたもので、これを置くということは、特

定の目的を定めて、そして、資金運用を行っ

ていくものです。となると、恒久的にこれが

あり続ける限り、これはずっといくんですけ

れども、どんな特定の目的を達成しようとし

ているのか。これ、ハード事業で終わろうと

しているのか、その点をお聞かせいただきた

い。 

 もちろんソフトもあるんだとは思いますけ

れども、これがハードありきの基金条例であ

れば、必ずしも市がこの基金を置いてまでや

る必要性がどこまであるのか、この点がすご

く気になりますので、そちらのほうの説明を

お願いします。 

 それと、ハードとして先ほどから出ている

岡潔記念館、実際のところは岡潔先生の生家

を復元するということですけれども、先ほど

も同僚議員からありましたが、こういった事

業を行っていて、本当に成功していっている、

効果をあらわしたというところは必ずしも多

いわけではないかと思います。そこに対して

逆に規模を大きくしてたくさんの方を呼び込

んで、それでこの生家を生かすということも

考えられると思うんです。つまりは、この生

家がありきではなくて、別の事業の中の一つ

としての生家、例えば、これ、数学ＷＡＶＥ

の中でも提案等が出されていましたけれども、

東京理科大学にこの10月２日に数学体験館と

いうのをつくるということでした。こういっ

た中で数学の楽しみ方を皆さんに知っていた

だこうということを企画されているようです。 

 そういったことで、できる限り多くの方々

を呼ぶ仕掛けづくりが、先ほどもＰＲは行政

のほうは難題を抱えていると企画部長の答弁

がありましたけれども、そういったところで

本当にこの事業で人が呼び込めるのか、そこ

が疑問です。少なくとも交付金をここに入れ

ていく、国の予算だけが入ってできるわけで

はないでしょうし、当然、市の予算をつぎ込

んでいきます。そうなったときに、これは全

て税金ですから、これのツケは全市民、また、

これは国民にもかかってきます。そういう部

分でこの事業がなぜ今、この特定の目的すら

はっきりとしない中で置かれないといけない

のか、その点をご答弁いただけますか。 

○議長（石橋英和君）企画部長。 

○企画部長（森川嘉久君）今なぜというご質

問だったかと思うんですけども、その設置と

言われたのは基金の設置ということで解釈さ

せていただいてよろしいでしょうか。 

 それにつきましては、先ほどからもいろい

ろと申し上げたところでございますけども、

記念館の件もございますし、それから、数学

ＷＡＶＥで盛んに今事業をやっていただいて

おりまして、以前よりは岡潔先生の名前とい

うのはかなり広まってきているという状況も

ございます。 

 それから、先ほど数学体験館ですか、そう

いうご提案もいただいたんですけども、これ

についても数学ＷＡＶＥのほうで主催をして

いただきまして、橋本市でも有名な数学の先
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生に来ていただいて講習会といいますか研修

会といいますか、そういうことも何回かやっ

ております。そういうソフトの点も含めまし

て、ハードの記念館もあるんですけども、こ

ういうぼちぼち盛り上がってきた時期という

ことで基金をつくらせていただいたらという

ことでございます。 

 それから、もう一つの要因といたしまして、

市民の方で、これは決まったわけではござい

ませんけども、こういうことに寄附をさせて

いただいたらどうかなというような声が以前

からもございまして、実現はしておりません

が、そういう声もちょっとある中で、そうい

うことになったら一般的な基金という形では

なしにきちっとした目的のある、先ほど議員

ご指摘のとおり、自治法に定められた目的基

金として基金をつくらせていただいて、その

中で運用させていただいたらという点もござ

いまして、この時期に提案をさせていただい

たということでございます。 

 それから、ハードの後の運用の件でござい

ますが、記念館の運用ということになるかと

思うんですけども、この記念館でさすがに維

持費を完全に賄っていけることは無理だと考

えております。当然のことながら、入場料を

取るかどうかというようなこともまだ今ちょ

っと決めておりませんが、なかなか入場料を

いただいてというような形は現時点では無理

かなという判断をしておるわけでございます。 

 先ほども申し上げましたように、この事業

については、杉村公園一帯の公営駐車場とい

うような構想の中で、これは改めて議会のほ

うにもご説明をさせていただきたいんですけ

ども、そういう構想の中の一つの、目玉にな

るかどうかは別にして、記念館という形で市

民の方に見ていただけるし、ほかからも、た

またま杉村公園に来ていただいた方にも記念

館を見ていただけるというような形の相乗効

果も考えた中で全体の計画をしていきたいと

考えております。 

 そういうことでございますので、議員ご指

摘のような形でそれを売りにして皆さんに来

ていただけるかという点はあるわけでござい

ますけども、少しでも市外の方にも来ていた

だいて、そこを見ていただけるような、場所

的にも国道371号も整備されてまいりますし、

そういうことも含めて考えていきたいという

ことで、現在取り組んでおるところでござい

ます。 

○議長（石橋英和君）市長。 

○市長（木下善之君）私から少し申し上げて

おきたいと思います。 

 先ほど辻本議員からＰＲの問題、橋本市で

本当に岡潔先生について知っておるのかよと

いうようなことを言われたんですけども、市

報で10回以上連載しておるんですね。市報を

見てくれた人は岡潔先生というのはどういう

人かということはだんだんとわかっていただ

けると思いますし、まだまだ市報に連載を続

けてもらうようにしておるわけでございます。 

 さて、今の議題ですけども、財政が厳しい

ので、こういうものを立ち上げて、そして、

現在でもそういうことをやるのであればかな

りの金額をご寄附させてもらいますよという

のが出てきてございますし、全国的に出てき

ておるわけですね。そこらを私、全国的なご

寄附がいけるというような問題を腹に持って

おるんですが、それと、そういう資料館をつ

くれば、資料がどのぐらいあるのかというと、

これも相当資料が、だいたい見通しが立って

きておるわけです。そして、位置の問題につ

いては、紀見峠ではできないということで、

地元の了解も得ておるわけでございまして、

杉村公園のどこかへ設置いただいたらという

ようなことでございます。 

 そして、また、私としては、全て市でしな
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ければならないというのじゃなくして、やは

り、これの資料館等の建設の委員会を立ち上

げて、それで、そこへ専門家も入れて、うま

いことやっていけんかな、そして、そこで、

また木造であるので、小学校、中学校、高校

生の学生なんかも参画して、岡潔先生に続け

という意味で作業なんかにも出ていただくと。

作業に出ていただくことは、またテレビとか

新聞でのＰＲにもなりますしね。それによっ

て橋本市が算数・数学のまちやというような

ことに持っていくべきではないかなと思って

検討しておるんです。 

 そういった部分で、なぜ今のこの段階でこ

の基金が必要なのか、それがすごく疑問に思

えてなりません。これに関しては、本当に今

十分に説明ができるような状況でないにもか

かわらず、行政が少なくともこれからここへ

税金を投入していくということを決めるとい

うのは拙速だと思います。 

 先ほどのＰＲに関して、私のほうからも市

報に載せてくれというのは常々言わせていた

だいて、どんどんと載せていっていただいて

いるんですけれども、前にのぼりまでつくっ

て、「どんどんやってくれ」と言った記憶があ

ります。そのときに言ったことで、林間に看

板を立ててくれというの、２年前に言うてる

んです。これ、やられていません。そういう

部分で、本当に、これ、行政も市民団体を後

押ししながら、南海はつけてもええとたしか

言ってたはずです。そういうところにつけさ

せていただいて、市民にどんどん知っていた

だくということをやっていかないといけない

のにできていないというところで、こういう

基金を立てたとしても本当にこれが生かされ

るのかどうか疑問を持たざるを得ないと思い

ます。それに対してどのように考えておられ

るのか、ご答弁いただきたいと思います。 

 松本さんの今何でその時期よという、これ

はやりかけても３年か４年ぐらいはかかるの

であるわけで、そういうことから、もうぼつ

ぼつ寄附も頼まんなんしということでこのた

び出したわけでございますので、了解をして

いただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（石橋英和君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）一つ一つ行きたいと思

います。 

 まず、一般の方からの寄附を受ける受け皿

としてこの基金を置きたいということがあり

ましたけれども、そもそも数学ＷＡＶＥ自体

が任意の団体からＮＰＯ化をすれば、これは

寄附を受けれる団体になりませんか。そこで

この事業を推進していくということをすれば、

行政が一番不得意なＰＲの問題であったりと

か、市民を巻き込むということがやりやすく

なるはずなんです。より活性化するはずです。

行政の職員の方々が不慣れな事業に頭を使う

ということがなく、こういった団体の方々の

ノウハウを生かしていくことができると思い

ますけれども、今回、これ、基金を置いてし

まうと、市が考えて最終的にはこの議会で決

めていかないといけないという制約がついて

いくかと思います。 

 木下市長が今おっしゃられた、これ、三、

四年かかるということ。来年の春に市長改選

になりますよね。ということは、基金を置く

と三、四年は必ず最低でもこの事業は進めざ

るを得なくなっていくはずです。そういった

ところで、なぜ今なのか。もし改選で市長が

自分の公約で、これを建てるんやと言ってく

れて、それでなおかつ基金を置くというなら、

それはわからないでもないですけども、この

時点で駆け込みのように入ってくるというの

は疑問を持たざるを得ません。 

 この２点に関して再度質疑いたします。 

○議長（石橋英和君）副市長。 
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○副市長（清原雅代君）ただ今、松本議員の

ほうから、この事業が駆け込みのように今出

てくるのがわからないというようなご質問が

ありました。 

 岡潔記念館につきましては、実は、平成17

年に私が旧市の助役として就任したときから

ずっと引き続いて議論されていることです。

ここに当時からの議員が今現在３分の１ほど

いらっしゃいますけれども、これらの議論を

してきたという経過はその方たちはご存じだ

と思います。 

 この施設自体は非常に金額がかかりますの

で、それと、国のそういった交付金事業を活

用して建設していくということになれば、や

はり市が主体となってやっていくことが求め

られると思います。後の管理運営については、

確かにＮＰＯに管理委託していくとか、いろ

んなお知恵を拝借して運用していくというこ

とは考えられると思うんですけれども、ここ

の建設に関しては市が責任を持って建設をし

ていくということで今回の基金事業も提案さ

せていただいておりますし、この事業を通じ

まして、やはり市民の方に広くご寄附をお願

いしていくということで、岡潔先生のご功績

についてもＰＲしていくことにつながってま

いります。今回、一部の方からご寄附のそう

いったお話もいただいている中で、タイミン

グ的には今現在、これを上げていくべきだと

いうことで提案をさせていただいたというこ

とでございます。 

○議長（石橋英和君）企画部長。 

○企画部長（森川嘉久君）ソフト面に関しま

しては、議員ご指摘のとおり、数学ＷＡＶＥ

をＮＰＯ化することによってというお話もご

ざいました。そういうことも含めて、ソフト

事業の展開については、今後、協議をさせて

いただきたいと思いますが、先ほど申し上げ

たように、ハードについてはやっぱり市が主

体となってせざるを得ないと考えております。 

 それから、そのＰＲの件でございますが、

以前、林間のところに看板の設置というご提

案をいただいておったようでございますけど

も、まだ残念ながら実現はできておりません。 

 しかし、そういうことも含めまして、この

基金につきましては、市のほうで一般会計か

ら積み立てを行ってというような期限を定め

て、幾ら基金をつくって事業にというような

ことは現在のところ考えておりません。あく

までも市民の方のご寄附をいただいた分につ

いてはっきりとした使途を明確にするために

基金に積み立てたいと考えております。 

 そういうことでございますが、ＰＲ看板等

の設置につきましては、その中で基金を使っ

ていくことも考えられます、いろんな方法で

できるだけ実現に向けて、今後一つの案をい

ただいておりますので、検討させていただき

たいと思います。 

○議長（石橋英和君）１番 松浦君。 

○１番（松浦健次君）私も議員になったとき

から岡潔先生の顕彰ということは大事だとい

うことで、今、副市長が言われたとおりの経

過をたどっております。これを見たときに私

は「だんだんと具体化してくるな。ちょうど

いい時期だな」というような感想を持ちまし

た。 

 それで、誤解してもらったら具合が悪いの

は、第２条で「基金の設置目的に沿う寄附金

その他の収入があったときは橋本市が管理す

る」となっておるので、今、企画部長が言わ

れたように、市の金を出してどうのこうのと

いう話じゃないんだしね、これはやっぱり郷

土を代表する立派なお方が出られて、これを

顕彰するために寄附をしようという人たちが

いてくれたらこの基金で集めて管理しようと

いう話なので、何の問題もないと思うんです

ね。 
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 それと、先ほどの話からいろいろ気にかか

るんですけど、前畑さんの飛び込み石はこれ

だというような、それで人に来てもろうて、

それで、橋本市に金を落としてもらって、そ

んな金儲けだけの話でこういうのを見てもら

いたくないと僕は思うんですよ。 

 岡潔先生の思想も前畑秀子さんの生き方も、

人の生き方を左右する、あるいは国家のあり

方を左右するすばらしい思想を持ったお方で

あると思うんです。そのよさをきっちりとや

らんと、建物を建てて、人に来てもろうて、

そこで事業をしてと、そんな浅はかなという

かな、僕からいうと浅はかな話をこういう場

面でやってもらいたくない。やっぱり人の生

き方、人の思想、そういうことをやれば、も

のすごい立派な掘り起こしになると思います。

これだ、岡潔の思想はここにありと橋本市に

展示すれば、日本中からあるいは世界中から

いろんな人が岡潔先生の思想に触れたくて来

てくれる可能性も大と思いますよ。 

 皆さんがいろんなことを言われましたので、

私も感想の一端を言わせてもらったんですけ

どね、そういう点も考えてつくっていただき

たいと思います。 

○議長（石橋英和君）企画部長。 

○企画部長（森川嘉久君）ご指摘のとおりで

ございまして、もちろんほかの市民の方のみ

ならず市外の方にも見ていただきたいという

のは申し上げましたけども、別にそれを観光

資源化するという意味で、そのこともあって

もいいかもわかりませんけど、そういうこと

を申し上げたわけではございませんで、先ほ

どの前畑さんの飛び込み石にしても、あまり

そういうことが知られていないということが

ございますので、そういうことを契機に岡潔

先生であるとか前畑さん、それから古川さん

の業績をいま一度考えていただいて、子ども

さん方にとっても一つの目標としてまた認識

していただけるのではないかということで事

業を進めていきたいと考えております。 

○議長（石橋英和君）１番 松浦君。 

○１番（松浦健次君）お願いします。やっぱ

り人の思想に触れるということは、その人の

人生にどれだけ大きな火をつけて、大きな業

績、大きな働きの成果の原動力となるか、は

かり知れないものがありますので、そういう

点も十分考慮して事業を進めていっていただ

きたい、立ち上げていただきたいと思います。

よろしくお願いします。 

○議長（石橋英和君）答弁よろしいですか。 

○１番（松浦健次君）はい。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 ただ今議題となっております議案第10号に

ついては、総務委員会に付託いたします。 

                     

 日程第20 議案第11号 橋本市集会所設置

及び管理条例の一部を改正する

条例について 

○議長（石橋英和君）日程第20 議案第11号 

橋本市集会所設置及び管理条例の一部を改正

する条例について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第11号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 
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 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより、討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより、議案第11号 橋本市集会所設置

及び管理条例の一部を改正する条例について 

を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第21 議案第12号 橋本市営駐車場設

置及び管理条例の一部を改正する条例につ

いて から日程第25 議案第16号 橋本市

後期高齢者医療に関する条例の一部を改正

する条例について までの５件 

○議長（石橋英和君）日程第21 議案第12号 

橋本市営駐車場設置及び管理条例の一部を改

正する条例について から、日程第25 議案

第16号 橋本市後期高齢者医療に関する条例

の一部を改正する条例について までの５件

を一括議題といたします。 

 これより、５件一括して質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○議長（石橋英和君）３番 富岡君。 

○３番（富岡清彦君）条例を見る限り、延滞

金の額を緩和といいますか、するのかなとい

うふうに私は受け取ったんですが、それで説

明をいただけますか。 

○議長（石橋英和君）建設部長。 

○建設部長（松浦広之君）一括ではあります

が、一番先に市営駐車場が載っていますので、

その点について私のほうからお答えさせてい

ただきます。 

 市営駐車場につきましては、延滞金につい

ては、市独自の判断で14.6％ということで設

定されておりましたが、今回、提案理由でも

説明させていただきました理由でもちまして、

いわゆる緩和の方向で今回定めております。 

 具体的に申しますと、14.6％であったもの

が最初の一月間は３％、それから、その後に

つきましては9.3％になるというようなこと

でございます。 

○議長（石橋英和君）３番 富岡君。 

○３番（富岡清彦君）この条例改正の中で介

護保険料とかずっと後期高齢者医療の関係と

か出てるんですが、国保税であるとかについ

てはこの対象になっていないのはなぜなのか、

お尋ねします。 

○議長（石橋英和君）総務部長。 

○総務部長（北山茂樹君）まず、今回、延滞

金の率の改定がされておるわけでございます

けども、そもそもの話をまずさせていただき

ます。これは、昨年８月の社会保障と税の一

体改革に関する法律の成立によりまして消費

税の引き上げが決まったということでござい

まして、このことに伴うさまざまな影響に対

して税制面でどのように対応していくかとい

うのが今回の国の税制改正のメニューでござ

います。つまり、消費税の増税によりまして、

できるだけ負担を緩和しようとしているのが

本来の目的でございます。 

 今議員おただしの国保税に関しましては、

橋本市の市税条例の中で既に今回改正をさせ

ていただいておりますので、今回載っていな

いということでございますので。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

 建設部長。 

○建設部長（松浦広之君）先ほどの富岡議員

に件につきまして、説明不足の点があります
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ので、改めて追加で説明させていただきます。  これより、議案第12号 橋本市営駐車場設

置及び管理条例の一部を改正する条例につい

て から、議案第16号 橋本市後期高齢者医

療に関する条例の一部を改正する条例につい

て までの５件を一括して採決いたします。 

 今回、14.6％がこういうふうになると申し

ましたけども、これは毎年財務大臣が告示す

る特例基準割合ということで、そういう緩和

措置になりますので、この数字は毎年変わる

ことになりますので、ご了解いただきたいと

思います。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

○議長（石橋英和君）上下水道部長。 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○上下水道部長（野上義己君）橋本市都市計

画下水道事業受益者負担に関する条例の一部

を改正する条例につきまして、これ、ほかの

条例と利率が0.1％違ってございます。他の条

例については14.6％、それと本下水道の受益

者負担に関する条例につきましては14.5％と

いうことで、これの違いは、この条例の上位

法でございます都市計画法第75条の第４項に

基づきまして年14.5％の割合を乗じてという

ふうになってございますので、そのもとにお

いて今回条例を改正させていただきます。 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第12号から議案第16号までの

５件については、原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第26 議案第17号 橋本市立こども園

条例の一部を改正する条例につ

いて 

○議長（石橋英和君）日程第26 議案第17号 

橋本市営こども園条例の一部を改正する条例

について を議題といたします。 

 以上です。  これより質疑を行います。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。  質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  ４番 楠本君。 

○議長（石橋英和君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

○４番（楠本知子君）平成27年４月１日に向

けて応其幼稚園と名古曽保育園、伏原保育園

が一元化された形でいよいよ応其こども園と

なるという条例でございますけれども、これ

に反対をしているわけではないので、こども

園を今プレハブの対応の中で大変いろんな不

安とか、安全面で皆さんご苦労されながら通

園されておりますので、粛々と進めていただ

きたいと思うんです。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第12号か

ら議案第16号までの５件については、委員会

の付託を省略いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 この名前について応其と漢字で書かれてあ

るんですけれども、私は平仮名で「おうご」

と書いていただいたほうが、こういうゼロ歳

から５歳児が入る施設といたしましては、そ

れがいいと思ったんですけれども、まず行政

といたしましてはどのようにお考えであった

のかどうかと、特に名古曽保育園に通われて

 これより、５件一括して討論を行います。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 
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いる保護者の皆さまのお声を聞いていただけ

たのかどうかをお伺いさせていただきます。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（枡谷俊介君）応其こども園

の命名についてのおただしでございますが、

これまでのこども園の名称は、こども園の対

象となる地域の名称等を考慮いたしまして、

また統合されるいずれかの保育園・幼稚園の

名称を継承する形でつけてまいりました。 

 今回の応其こども園の場合は、対象となる

地域は応其地区でございますので、漢字表記

による応其という名前を使わせていただきま

した。 

 また、応其という地名は、応其上人にちな

んだ歴史的に由緒のある地名でございまして、

紀州攻めの中で豊臣秀吉とのやりとりの中で

活躍する木食応其に対する畏敬の念とか誇り

とか愛着などは、やはり漢字の応其という承

継によって感じるものであろうということで

漢字の応其を選択させていただきました。 

 応其こども園につきましては、幼保一元化

５カ年計画には計上されておりませんでした

が、名古曽保育園、伏原保育園、応其幼稚園

の３園の耐震問題から急遽建設に至りました。

当初は取り急ぎ予算計上のため仮の名称とし

て高野口東という名称を使わせていただいて

おりましたが、この応其こども園計画を政策

として正式に取り組むにあたりまして、高野

口東から漢字の応其という名称に変更して、

説明会につきましては、全てこの漢字の応其

こども園ということで実施させていただきま

した。 

 以上の意味から応其こども園という漢字の

表記を使わせていただいたところです。それ

で、各地域、それから保護者の皆さんの中で、

漢字の応其こども園ということでご説明に上

がらせていただいたんですが、その際にはそ

の名称について何ら異議はございませんでし

たので、そのまま今回上程させていただきま

した。 

 以上です。 

○議長（石橋英和君）４番 楠本君。 

○４番（楠本知子君）応其こども園の応其と

いう漢字について、子どもたちが通われる施

設としてわかりやすい読みやすいという平仮

名もいいのではないかと私は思うんです。今、

部長は保護者の方々に何ら異議がなかったと

言われましたけれども、どういった名前がい

いですかということ自身を問うていただけま

したかということをお聞きさせていただいて

おります。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（枡谷俊介君）今言われまし

たような、どういった名前がふさわしいです

かということは説明会ではお聞きしておりま

せん。こども園の名称決定につきましては、

これまで地域にふさわしい名称として市のほ

うでつけさせていただいて、それがふさわし

いであろうということで説明会に上がらせて

いただいたのでございますが、平仮名がいい

というようなことは伺っておりませんでした

ので、そのまま応其の漢字を使わせていただ

きました。 

○議長（石橋英和君）答弁もれのご指摘のお

つもりでしたか。２問目の質問と取り扱いさ

せていただきます。 

 ほかにありませんか。 

 ３番 富岡君。 

○３番（富岡清彦君）先ほどの４番議員に対

する答弁とも関連するんですが、この応其こ

ども園はもともと幼保一元化の第１次計画に

なかったと。 

 私が問題だと感じているのは、こども園に

ついては公設民営で進めると、この説明のと

きに、第１次計画を遂行することによって、

一番、保育内容を高めていきたいんだと。い
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わゆる民営の保育と公設公営の保育を切磋琢

磨させて、平たく言えば競争させて保育内容

のレベルを上げていくと、こういう説明を受

けておったんです。ここに至っては、何とい

うのかな、でたらめな説明をしてきたのでは

ないかと。その当時の説明がですよ。 

 これに加えて、ここまででもう４園でしょ

う。まだ橋本は動いてませんけど、こども園

は。山田こども園も、それから学文路こども

園ということで、全てが公設民営になってい

くということでしょう。これは方針転換をさ

れたということなのか、その点、伺います。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（枡谷俊介君）切磋琢磨とい

うお話でございますが、こども園化するにあ

たりまして、その当時は、今もそうですが、

公立の保育園もございます。その中で切磋琢

磨という言葉を使わせていただいたと思いま

すが、今、新しい公設民営のこども園が着々

とできておりますし、私立の保育園もござい

ます。 

 そんな中でそれぞれの園がそれぞれに切磋

琢磨して橋本市の保育が伸びていくと、そう

いうふうな意味合いも含めて、当時、今もそ

うですが、公立の保育園がある状態のときも

含めまして、今後のことも含めまして切磋琢

磨という言葉を使わせていただいたというこ

とでございます。 

○議長（石橋英和君）３番 富岡君。 

○３番（富岡清彦君）公立がどんどんなくな

っていくでしょう。ごめんなさい、公設公営、

従来の。切磋琢磨って、それは言葉だけと違

うんでしょうか。私のイメージとしては半々

あるいは四分六、そういう状況で切磋琢磨を

行うことで、何というのかな、僕のイメージ

では、こども園をつくることでいわゆる運営

費等についての行革が、この２園と高野口こ

ども園、すみだこども園、それから三石台で

すか、これはこども園じゃないけれども、２

億円の経費の削減ができたという、そういう

説明もありましたわな。 

 何が問題かといえば、私ども、一定の統廃

合というのは園児の数によってもやむを得な

いと思うんですけれども、全て公設民営にし

てしまわんなんという磋琢磨論が全くでたら

めな説明だったという状況に来ているのでは

ないかというところなんですよ。計画が全部

進めば、紀見保育園がたった一つしか残らな

いんじゃないですか。それでもまだ切磋琢磨

という論理、これ、済みません、引っ込めま

すということに実際上はなるんじゃないんで

すか。そういう市民に対しての説明の中でよ

りよい保育ということ。 

 ただ、最近知ったんですけれども、実態と

してはこども園の園長あるいは民間に運営を

任せた三石保育園、もともと橋本市の公設公

営で園長先生をやっておられた方がこども園

なり三石保育園等にも園長として就任されて

ますよね。切磋琢磨というよりも、私はその

ことはいいことだと思ってるんですが、従来

の永々とやってきた公設公営の保育を続ける

というわけですから、そういう状況からして

も、切磋琢磨論というのは、済みませんでし

たと、偽りの説明でしたということをおっし

ゃっていただければ納得ができるんですが、

いかがですか。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（枡谷俊介君）切磋琢磨論に

固執するとあれなんですが、橋本市はなぜ公

設民営化を進めるかといいますと、橋本市が

現在行っております保育の質を落とさず、橋

本市の財政状況の中で今後、今までの質を落

とさず、それ以上の保育を追求するという意

味で公設民営の保育園がベターであろうとい

うことで議会にも上げさせていただいて、ご

議論もいただいた中で公設民営のこども園を
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進めているわけでございます。 

 あらゆる意味で切磋琢磨というのは使える

のでございまして、いろんな法人が中へ入っ

てくれていますが、法人同士で切磋琢磨も行

っていただいておりますし、民間との間でも

切磋琢磨を行っていただいておりますので、

どうかご了解をいただきたいと思います。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

 ２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）今までのお話からも、

もともと応其こども園は１次計画に入ってい

なかったけれども、耐震の問題で急遽こども

園ということで出てきております。 

 いろいろ説明会をした中では、保護者の皆

さんのほうも仕方がないという形なのか、納

得できた、期待できるという声が多かったの

か、その辺はちょっとわからないんですけれ

ども、前に聞いた話では、高野口こども園に

行かせたくないから伏原とか名古曽に行かせ

ていたのに、急にこども園になってしまうと、

どうしたらいいんやろかというような話を聞

いたことがあるんです。 

 高野口こども園が嫌という理由が、幼保一

元化のこども園だからなのか、はたまた民営

化なのか、そこまでは聞かなかったので、そ

こはわからないですけれども、ただ、今、１

次計画もあと二つあり、先ほども富岡議員も

言ったけれども、最後に残るのは紀見地区だ

けということになります。紀見保育園を中心

とした紀見地区の幼稚園が最後に残って、保

育園の場合に保護者の仕事の都合とかでどこ

でも行くことはできるんですけども、公設公

営の保育園に行かせたいと思ったら、結局、

選択の幅が、言ったら紀見保育園しか残らな

いという状況になるんです。その紀見保育園

もどうなるかというか、最終的にはこども園

になっていくかもしれないんですけれども、

先ほどの切磋琢磨じゃないけれども、保護者

の選択の幅といいますか、そういうことから

考えても、このこども園計画をどんどん進め

ていくということは問題があるんじゃないか

と思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（枡谷俊介君）まだしばらく

公立の保育所は残っておりますので、まだし

ばらくは続くと思いますが、橋本市としまし

ては公設民営に動いていきたいと。 

 選ぶ範囲が少なくなるというお話がござい

ますが、各こども園、法人が違いまして特色

のあるこども園、私立の保育園もございます。

そして、先ほど言いましたように、公立の保

育園の園長先生が保育をしているこども園も

ございます。選ぶ幅は多々あるかなと思って

おります。 

○議長（石橋英和君）副市長。 

○副市長（清原雅代君）先ほど、高野口の保

護者の方が公立の園にということで、だんだ

ん公立が少なくなっていくということに不安

を感じておられるというご意見がございまし

たが、確かに高野口地域の中に最初にこども

園をつくるということで、高野口の地域の方

から受け入れに対する拒否反応的なことが最

初はありました。 

 旧橋本市につきましては、こども園につき

まして、幼保一元化で市の政策としてそれを

進めてきた経過がありましたので、それにつ

いては、議会の中でもできるだけ進めていこ

うというご意見の中で来ていたんですけれど

も、高野口地域の中ではそういったこども園

という言葉すらあまりなじみがなかったとい

うことで、高野口を最初にして実験台にする

のかというようなことも当時は言われました。 

 しかし、私たちが、高野口も含めてですけ

れども、すみだを今回こども園に開設して、

それを運営されておりますけれども、その中

で特に高野口を例に挙げますと、やはり最初
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のうちはこれまで行ってきた公立保育園との

運営の違いというのがありましたけれども、

それを３年かけて、いろんな保護者の意見も

取り入れながら、今現在でそういったアンケ

ート調査を行いましても非常に高い支持率と

いうか、そういうのをいただいております。 

 旧橋本地域の中では、地域からも早くこど

も園をつくってほしいというご要望のあると

ころもございまして、こども園自体について

は評価を得ているのかなというふうに受けと

めておりますので、そういったところから今

回、応其地域につきましても公設民営という

ことで進めてきております。決して公立でな

いとだめという、こういう言葉で申し上げて

どうかもわかりませんけど、食わず嫌い的な

部分もちょっとあるのかなというところも感

じるんです。やはり実際にこれまで取り組ん

できた経過というのを見ていただいたら、非

常に毎年毎年評価を得てきているという実態

がございますので、市としてもそこのところ

を踏まえて今後も市が運営する保育園につい

ては公設民営でこども園にということで進め

ていきたいと考えております。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

 17番 松本君。 

○17番（松本健一君）名称の話に戻していき

たいと思います。 

 まず、今回の応其こども園というところの

名称が漢字か、同僚議員がおっしゃれている

ように平仮名かというところが少し難しいな

とは思うんです。ただ、平仮名３文字で出て

くるところというのは、どうしても感覚的に

いくと、子どもたちという発想からいけば平

仮名のほうがより易しい表現、理解しやすい

表現じゃないかなと私も思います。 

 そういった意味で、先ほど部長が答弁され

た中で、地元の説明会でも（仮称）応其こど

も園という説明会で行ったから、そこで特に

お声は聞かなかった、それが異議なしという

ことでこのまま上げさせていただいたという

ふうに聞き取れたんですけれども、本来、こ

ういった仮称を使うというふうに説明会で入

ってくると、どこかで名称募集とかがあるの

かなと、出席すると思うんです。それは委員

会の中でも仮称が使われるということは、ど

こかで決定をするんだという意識が働くと思

うんです。そこに対して説明をまずどこかで

入れないといけないはずです。それが最終的

に、ここで通してしまうと、これ決定となっ

てしまいますよね、全てがね。 

 そういう意味で聞かせていただきたいんで

すけれども、ここで決定した段階で、この後、

名称をもし住民の方々の思いでどうしても平

仮名に変えてほしいという要望が出てくれば、

それをお聞きになって、もう一度この条例、

一部改正をかけられるつもりはあるかどうか、

聞かせてください。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（枡谷俊介君）今までこども

園の名称決定につきましては、特段の決定機

関を持っておりませんでした。これまで地域

にふさわしいこども園の名称を仮称として市

でつけさせていただいて、議会に上程させて

いただいて決定していただいておりました。

ですが、そういう皆さんのご意見もあるとい

うことでございましたら、上げていただいた

らよろしいんじゃないかなと思います。 

 以上です。 

○議長（石橋英和君）部長、あるのかないの

かのご質問なので。あるのかないのかを。 

 副市長。 

○副市長（清原雅代君）多くのその地域の方々

のご意見ということであれば、市としてそれ

には取り組んでいきたいなと思います。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

 １番 松浦君。 
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○１番（松浦健次君）今の話ですけども、健

康福祉部長が言われた応其とつけたというこ

とに僕は納得できます。これ、「おうご」と平

仮名だけで書いたら、いろはと同じで何の意

味かわからんと。ところが、応其という漢字

を見れば、あの偉大な功績を残した応其上人

ゆかりの地の園だなということがわかるので

ね。やっぱり歴史とか伝統とか文化というの

をあいうえおやいろはと同じように考えるよ

うな、そういう名前をつけたら具合が悪いと

僕は思うんです。 

 以上です。 

○議長（石橋英和君）答弁は。 

○１番（松浦健次君）結構です。 

○議長（石橋英和君）ほかに。 

 ６番 辻本君。 

○６番（辻本 勉君）今回、名称についてい

ろいろと出てきておるわけですね。もともと

名称というのは大変大事なので、地域にとっ

ても大事やし、子どもたちにとっても大事だ

ということなので、名称のつけ方を今後、こ

ども園、まだまだできてきますので、その名

称をどうしていくんだということを、やはり

行政としてきちっとした方針を出しておかん

とだめやと思うんです。だから、本来、地域

のほうで責任を持って多くの意見があるほう

に決めていくというのが一番ええかなと僕は

思うんですけども。地域要望、対象地域の中

で決めていただく。やはり地域の中に根差し

た保育園、幼稚園、こども園ですけども、地

域に根差したそういう子どもたちの施設とい

うことなので、それを重視しながら決めてい

くのが当然ではないのかなと思いますので、

今後きちっと名称についてはどういうふうに

決めていくんなということを市としても方針

を出すべきやと思うんです。 

 今までどおりの仮称を市が勝手に決めて、

仮称という形で言っておいて、そのまま何も

なかったら通していくんやと、議案として上

程していくんやというのではなしに、もう少

し住民に丁寧な説明をしていくとか、地域の

ほうに投げかけるとか、名称委員会をこしら

えるとか、いろいろ方法はあると思うのでね。

そやから、後でどこからも今回のようなこう

いうクレームが上がってこないようなやり方

をきちっとしておくべきやと思うんです。 

 名前のこっちがええ、あっちがええという

のはいろいろ個人差がありますので、そんな

のを一々気にしてたらできへんと思うので、

やはり絶対多数というか、これは民主主義な

ので、多数の地域住民の方、特に保護者を中

心とした中で賛同を得られる名称にしていく

べきやと思います。その辺、今後どのように

考えておられるのか、ご答弁いただけますか。 

○議長（石橋英和君）副市長。 

○副市長（清原雅代君）保育園につきまして

は、市域全域から通園可能となっております。

そういう場合に、本来であればどこの地域に

住んでる人にもわかりやすい名称ということ

で、今まで橋本市は地域の名称を基本に選ん

できております。 

 そういったことからすれば、提案させてい

ただく場合の仮称はやはり地域の名称になる

んですけれども、決める段階でこの名称とい

うことを地元にきちっと投げかけをして、そ

の中での合意形成をいただいた上でそれを正

式化していくというのか、そういう手続きは

今回いろいろご議論いただいている中でとっ

ていくべきかなと考えますので、よろしくお

願いしたいと思います。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

 11番 土井君。 

○11番（土井裕美子君）済みません、お昼回

ってますのに。一点だけ聞かせてください。 

 この応其こども園の前に、文教厚生委員会

等に出していただいたときには、たしか（仮
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称）高野口東保育園という形で一番最初のと

きには出していただいているんです。いつの

間にか、高野口東というところから仮称が応

其こども園というのに変わってきておりまし

てね、書類上。たしか文教厚生委員会のとき

に、なぜ仮称名が変わったのか委員会で説明

をしてくださいということで、説明をしてい

ただいた経緯があるんです。 

 そのときには地元の方のご要望をお聞きし

て応其こども園に変更しましたという説明は

受けたんですが、そのときに応其という字が

必ず漢字でなければいけないというご要望だ

ったのかどうかというのだけお聞かせくださ

い。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（枡谷俊介君）そのときは平

仮名というご指示はございませんでした。応

其ということでしたので、普通に漢字で応其

というふうに受けとめさせていただきました。 

○議長（石橋英和君）11番 土井君。 

○11番（土井裕美子君）漢字で必ず表記して

くださいということでもなかったという意味

で捉えさせていただいたらよろしいですね。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（枡谷俊介君）あえて平仮名

で「おうご」という話でなくて、今までずっ

と漢字で応其こども園ということで通してき

ておりましたので、そのまま漢字の応其こど

も園というふうに受けとめたということでご

ざいます。 

○議長（石橋英和君）副市長。 

○副市長（清原雅代君）地元のほうから、一

部の方かもわかりませんけれども、応其とい

う名を残してほしいという、そのお言葉でし

た。私たちの受けとめといたしましては、い

わゆるあの地域は旧応其村という村が高野口

町と一緒になって高野口町になったという経

緯もありますし、現に応其小学校、それから

応其幼稚園ということで現在漢字で使われて

おります。 

 ですから、それをあえて平仮名にするとい

う発想自体がありませんで、残すとなれば、

名前自体が、先ほど部長からも答弁させてい

ただきましたように、応其上人から来ている

と思いますので、そういったところでごく自

然に漢字の応其ということを使わせていただ

いたということでございます。 

○議長（石橋英和君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）今、同僚議員が聞いて

いただいた、応其というところに仮称で切り

かわったときに、切りかえようと決めた市民

の方々がどれぐらいの方々の声だったのかと

いうところもちょっと気になるところなんで

す。それが納得できる内容だったから、それ

を行政は、それはそうやな、それは１人であ

ろうが２人であろうが、行政的に見てもそれ

は理解できるよというところで切りかえたの

か、それか、たくさんの方々が説明会で、そ

れはもう応其でいかなあかんでというふうに

押し切られたのか、どういうふうに本当のと

ころ、市民の声というのが市民なのか一個人

なのか、その辺をはっきりとさせていただい

ておきたいと思うんですけれども。 

○議長（石橋英和君）副市長。 

○副市長（清原雅代君）応其にと言われたの

は納得できたからということです。要は、先

ほど申し上げましたように、小学校の名称も

応其ですし、基本とする幼稚園、保育園のあ

る地域がもともと応其村というところにござ

いますので、そういったところから市として

そのとおりやなということで変えさせていた

だいたということです。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 
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 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第17号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより、討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより、議案第17号 橋本市立こども園

条例の一部を改正する条例について を採決

いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

 この際、午後１時まで休憩いたします。 

（午後０時11分 休憩） 
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